
 

 

 

 

 

第１９号議案 品川区すまいるスクールの実施に関する条例の一部を改正する条例 

 

 

１ 経緯・目的 

   「子育て・教育で選ばれるしながわ」の実現に向け、子育て家庭の負担軽減を図る

ため、「放課後子ども教室」に係る利用料の無償化等を図る。 

 

 

２ 改正内容 

  (1)「放課後子ども教室」利用料（午後５時までの利用料）の無償化 

  (2) 利用料徴収にかかる取り扱いの変更 

 

 

３ 新旧対照表 

  別紙「新旧対照表」のとおり 

 
 
４ 施行期日 

  令和７年４月１日 

 
 
５．関連規則の改正  

  「品川区すまいるスクールの実施に関する条例施行規則」のうち、本条例の改正に関

連する項目を改正する。 
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品川区すまいるスクールの実施に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正後 改正前 

（目的） （目的） 

第１条 この条例は、区が設置する学校（以下「学校」という。）において、

放課後等に児童の安心安全な居場所を確保し、学習、体験活動および交流

活動を行う機会を提供することにより、児童の健全育成および保護者の子

育てと就労等との両立支援に資することを目的とする。 

第１条 この条例は、区が設置する学校（以下「学校」という。）において、

放課後等に児童の安心安全な居場所を確保し、学習、体験活動および交流

活動を行う機会を提供することにより、児童の健全育成および保護者の子

育てと就労等との両立支援に資することを目的とする。 

（定義） （定義） 

第２条 この条例において、「すまいるスクール」とは、次に掲げる事業を

一体的に行う事業をいう。 

第２条 この条例において、「すまいるスクール」とは、次に掲げる事業を

一体的に行う事業をいう。 

(１) 児童福祉法（昭和22年法律第164号）第６条の３第２項に規定する放

課後児童健全育成事業 

(１) 児童福祉法（昭和22年法律第164号）第６条の３第２項に規定する放

課後児童健全育成事業 

(２) 児童に対し、学習、スポーツ、文化活動、自主的な遊び等の機会を

提供する事業 

(２) 児童に対し、学習、スポーツ、文化活動、自主的な遊び等の機会を

提供する事業 

（実施場所） （実施場所） 

第３条 すまいるスクールは、規則で定める学校において実施する。 第３条 すまいるスクールは、規則で定める学校において実施する。 

（休業日） （休業日） 

第４条 すまいるスクールを実施しない日は、次のとおりとする。 第４条 すまいるスクールを実施しない日は、次のとおりとする。 

(１) 日曜日 (１) 日曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 (２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 12月29日から翌年の１月３日までの日（前２号に掲げる日を除く。） (３) 12月29日から翌年の１月３日までの日（前２号に掲げる日を除く。）

２ 前項の規定にかかわらず、区長は、必要があると認めたときは、これを

変更し、または臨時にすまいるスクールを実施しない日を定めることがで

きる。 

２ 前項の規定にかかわらず、区長は、必要があると認めたときは、これを

変更し、または臨時にすまいるスクールを実施しない日を定めることがで

きる。 

（実施時間） （実施時間） 

第５条 すまいるスクールを実施する時間は、すまいるスクールを実施する

学校（以下「実施校」という。）の授業日（以下「学校授業日」という。）

にあってはすまいるスクールを利用する児童に係る授業の終了後から午後

第５条 すまいるスクールを実施する時間は、すまいるスクールを実施する

学校（以下「実施校」という。）の授業日（以下「学校授業日」という。）

にあってはすまいるスクールを利用する児童に係る授業の終了後から午後



 

改正後 改正前 

７時までとし、実施校の休業日（以下「学校休業日」という。）にあっては

午前８時15分から午後７時までとする。 

７時までとし、実施校の休業日（以下「学校休業日」という。）にあっては

午前８時15分から午後７時までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、区長は、必要があると認めたときは、すまい

るスクールを実施する時間を変更することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、区長は、必要があると認めたときは、すまい

るスクールを実施する時間を変更することができる。 

（対象児童等） （対象児童等） 

第６条 すまいるスクールを利用することができる児童は、次の各号に掲げ

る区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。 

第６条 すまいるスクールを利用することができる児童は、次の各号に掲げ

る区分に応じ、当該各号に定めるとおりとする。 

(１) 学校授業日および学校休業日の午後５時まで 実施校に在籍する児

童 

(１) 学校授業日および学校休業日の午後５時まで 実施校に在籍する児

童 

(２) 学校授業日および学校休業日の午後５時から午後６時まで 前号に

規定する児童であって、かつ、保護者が就労、疾病その他規則で定める

事由に該当し、家庭において午後５時後に適切な保護を受けることがで

きない児童 

(２) 学校授業日および学校休業日の午後５時から午後６時まで 前号に

規定する児童であって、かつ、保護者が就労、疾病その他規則で定める

事由に該当し、家庭において午後５時後に適切な保護を受けることがで

きない児童 

(３) 学校授業日および学校休業日の午後５時から午後７時まで 第１号

に規定する児童であって、かつ、保護者が就労、疾病その他規則で定め

る事由に該当し、家庭において午後５時後に適切な保護を受けることが

できない第１学年から第３学年までの児童 

(３) 学校授業日および学校休業日の午後５時から午後７時まで 第１号

に規定する児童であって、かつ、保護者が就労、疾病その他規則で定め

る事由に該当し、家庭において午後５時後に適切な保護を受けることが

できない第１学年から第３学年までの児童 

２ 前項第２号および第３号に規定する時間は、同項第１号に規定する時間

から引き続き利用する場合にのみ利用することができる。 

２ 前項第２号および第３号に規定する時間は、同項第１号に規定する時間

から引き続き利用する場合にのみ利用することができる。 

３ 前２項の規定にかかわらず、区長が、必要があると認める者は、すまい

るスクールを利用することができる。 

３ 前２項の規定にかかわらず、区長が、必要があると認める者は、すまい

るスクールを利用することができる。 

（利用の手続） （利用の手続） 

第７条 すまいるスクールを利用しようとする児童の保護者は、規則で定め

るところにより、あらかじめ区長に利用の登録をしなければならない。 

第７条 すまいるスクールを利用しようとする児童の保護者は、規則で定め

るところにより、あらかじめ区長に利用の登録をしなければならない。 

２ 前条第１項第２号および第３号に規定する時間を利用しようとする児童

の保護者は、前項に規定する登録のほか、規則で定めるところにより、区

長に申請し、その承認を受けなければならない。 

２ 前条第１項第２号および第３号に規定する時間を利用しようとする児童

の保護者は、前項に規定する登録のほか、規則で定めるところにより、区

長に申請し、その承認を受けなければならない。 

３ 区長は、前条第１項第２号および第３号に規定する時間の利用を承認す３ 区長は、前条第１項第２号および第３号に規定する時間の利用を承認す



 

改正後 改正前 

るに際して、必要な条件を付けることができる。 るに際して、必要な条件を付けることができる。 

（利用の不承認） （利用の不承認） 

第８条 区長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、第６条第１項第２

号および第３号に規定する時間の利用の承認をしないことができる。 

第８条 区長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、第６条第１項第２

号および第３号に規定する時間の利用の承認をしないことができる。 

(１) 児童が疾病その他の事由により集団生活に適さないと認められると

き。 

(１) 児童が疾病その他の事由により集団生活に適さないと認められると

き。 

(２) 前号に掲げるもののほか、区長が利用を不適当と認めたとき。 (２) 前号に掲げるもののほか、区長が利用を不適当と認めたとき。 

（利用の制限等） （利用の制限等） 

第９条 区長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、すまいるスクール

の利用を制限し、もしくは停止し、または利用の承認を取り消すことがで

きる。 

第９条 区長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、すまいるスクール

の利用を制限し、もしくは停止し、または利用の承認を取り消すことがで

きる。 

(１) 前条第１号に規定する事由に該当することになったとき。 (１) 前条第１号に規定する事由に該当することになったとき。 

(２) 学校保健安全法（昭和33年法律第56号）第19条の規定により出席を

停止されたとき。 

(２) 学校保健安全法（昭和33年法律第56号）第19条の規定により出席を

停止されたとき。 

(３) この条例もしくはこの条例に基づく規則または区長の指示した事項

に違反したとき。 

(３) この条例もしくはこの条例に基づく規則または区長の指示した事項

に違反したとき。 

(４) 前３号に掲げるもののほか、区長が利用を不適当と認めたとき。 (４) 前３号に掲げるもののほか、区長が利用を不適当と認めたとき。 

（利用料） （利用料） 

第10条 区長は、すまいるスクールを利用する児童の保護者から、児童１人

につき、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める利用料を徴収す

る。ただし、すまいるスクールを利用しなかった月分の利用料は徴収しな

い。 

第10条 すまいるスクールを利用する児童の保護者は、児童１人につき、次

の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める利用料を納付しなければな

らない。 

(１) 午後５時までの利用 月額0円 (１) 午後５時までの利用 月額250円 

(２) 午後５時から午後６時までの利用 月額3,000円 (２) 午後５時から午後６時までの利用 月額3,000円 

(３) 午後５時から午後７時までの利用 月額4,000円 (３) 午後５時から午後７時までの利用 月額4,000円 

（利用料の減免） （利用料の減免） 

第11条 区長は、必要があると認めたときは、前条に規定する利用料を減額

し、または免除することができる。 

第11条 区長は、必要があると認めたときは、前条に規定する利用料を減額

し、または免除することができる。 



 

改正後 改正前 

（利用料の不還付） （利用料の不還付） 

第12条 既納の利用料は、還付しない。ただし、区長が特別の理由がある 

 と認めたときは、その全部または一部を還付することができる。 

第12条 既納の利用料は、還付しない。ただし、区長が特別の理由があると

認めたときは、その全部または一部を還付することができる。 

（委任） （委任） 

第13条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 第13条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 

付 則  

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。  

２ 改正後の第１０条の規定は、令和７年４月以後のすまいるスクールの利

用に係る利用料について適用し、同年３月以前のすまいるスクールの利用

に係る利用料については、なお従前の例による。 

 

 


